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ボランティア活動現場より
（福井豪雨災害・雪害）

ふくい災害ボランティアネット

細川かをり
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行 政
ライフライン優先、私有財産に税金投入不可

一律、公平、区長システム

ボランティア
緊急的な生活復旧優先（私有地ＯＫ）

個人ニーズに応える（ボラ保険範囲内で

【優先順位】
・災害要支援者宅（高齢独居・障害者等）
・宅地内部（家具出し・畳上げ・泥かき）
・庭・排水溝など
・区のニーズ、側溝、公民館・・・

福井方式

協設協営

基金の活用
福井県災害

ボランティアセン
ター連絡会

ボランティアセン
ターの運営を安
定化

産官学民による
多様性ある活動

平常時からの訓
練などにより連
携が円滑

被災者・被災地の復旧・復興に効果
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駆けつけるボランティア

受付

保険加入

名札付け

活動選択

活動説明

資材確保
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活動選択

送り出し説明
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配送バスで現場へ
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物資管理・物流

６
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復旧活動
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活動を終えて

衛生管理：長靴洗い
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健康管理：うがいコーナー

活動に関する管理責任

安全

衛生

健康
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広域支援の本部体制

協設協営

・被災地全体を一つ（面）として対応。

・市町村の行政区分を超えて活動を展開

各現地ボランティアセンターが
活動しやすい環境整備

協働で設置し、協働で運営する
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医療班・災対本部員との
状況報告と

今後の対応を協議

その後 各地で災害が続き
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愛媛県

三重県

香川県

静岡県

兵庫県

京都府

新潟県中越地震

物資のリレー

ボランティアの活動範囲

• ボランティア保険の適応範囲を基本
（例）

高圧洗浄機 ・・・ ○

エンジンポンプ ・・・ ○

（断水の際、河川から水を取り作業に使用）

チェンソー ・・・ ×

※福井では、ボラセンに管理賠償保険もかけました
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専門ボランティアの活動

（福井での事例）

ひのきしん隊（天理教）の活躍

福井 滋賀 三重 愛知 兵庫 京都 岐阜

石川 奈良 より駆けつけていただく

本部ボランティアセンターと協議し、適所で活動

・愛知 ・・・重機ＯＰが多数だったので、地区借り上げ
の重機で活動

・兵庫 ・・・重機も自前で参戦

・石川・三重・・・被災者で出したゴミを住民で運ぶように行
政から指示され、途方に暮れていた町の
ゴミを、トラック、ユンボで回収、運搬
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専門ボランティアの声より（課題等）

・地元行政の理解

・適所に入れるかどうか

・地元業者とのかねあい

業者に民間支援のゆとりのない時期に入る。

地元業者が動き出したら撤収。（引き際の難しさ）

・業者は有料、ボランティアは無料となって、

近隣に混乱をもたらさないか

・活動資金

除ボラ‘０５
スロープ
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除ボラ‘０５
高校生

除ボラ‘０５
小・中・高・大・大人
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長岡

屋根の雪



25

大屋根の雪下ろし

下を見ると・・・
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下を見ると・・・２

一部損壊１
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一部損壊２

室内天井１
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室内天井２
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五六豪雪時の死傷者年齢構成

平成１８豪雪での死傷者年齢構成



31

課題

官：ライフライン

降雪対策

民：自宅除雪

高齢化

地域力低下

雪害に対する
認識の温度差

除雪は被害前
＝減災・防災

災害？

民への
公的支援の
有無

ＥＮＤ


